
資料 ６ 

「４．暮らしと賑わい」の事業・具体的事業例に反映させるべき事項について（網掛けは既に近い内容が具体的事業例として挙がっているもの） 
 

事業 若者まちづくり会議結果 地域団体ヒアリング結果 平成 21 年度円卓会議結果 平成２１年度学区円卓会議結果 追加する具体的事業（案） 

○区民による文化活動の推

進 

・若者も気軽に参加できる文化体験の工

夫と開催 

・企業、学生、住民、ＮＰＯらによる、総合

的な上七軒プロジェクト。 

   

 

 

○大学と連携した地域の活

性化 

 ・大学生が地域に入り、地蔵盆の研究・体

験をする受け入れの推進。 

・大学生が地域に入り、歴史・文化の調査

実習をする受け入れ推進。 

・地域の代表と大学の窓口職員が、気軽

に話し合える機会の設置。 

・地域や行政から大学に「企画の持ち込

み」をする流れの整備・促進。 

・学生との協働による西陣織の新商品の開

発 

 ・地域活性化に向けた大学・地域・行政の

協働プロジェクトの検討 

○地域の魅力の共有  ・利用率の低い公園の改善と、利用促進

に向けたプロジェクト設置 

・ちんちん電車の導入に向けた検討  ・上京区の生活空間の質の向上を目指す

「上京魅力 UP プロジェクト」の検討 

○賑わいを創出し、暮らしを

支える地域商業の振興 

・商店街の学生向けサービスの促進 

・学生と商店街との共同イベントの開催 

 ・商店街を核とした乗り合いタクシーの運行

に向けた検討 

・千本商店街の活性化に向けた検討（嘉楽） ・商店街と学生の協働プロジェクトの検討 

・商店街を核とした乗り合いタクシーの運行

に向けた検討 

・千本商店街の活性化に向けた検討（嘉

楽） 

○地域に溢れる財産と魅力

を生かしたイベントの創生 

・御所を拠点とした地域交流の促進 ・西陣地域の魅力を生かした新たなツア

ーの実施。 

・「（仮）上京 着物 week」の検討（着物割

引を区内全店舗で実施など） 

・文化財を活かしたイベントの検討（翔鸞） 

・地蔵盆など地域行事の維持・発展（嘉楽） 

・「笹屋町の造り物」の復活に向けた検討（嘉

楽） 

・上京区内の文化財を巡る「上京ウォーク

（仮称）」の検討 

・着物を多くの方に着てもらう「上京 着物

week（仮称）」の検討 

・地蔵盆など地域行事の維持・発展 

・「笹屋町の造り物」の復活に向けた検討 

○地域に溢れる財産と魅力

の分かりやすい紹介と発信 

・青少年に向けた情報サービスの向上 

・「ひこにゃんに追いつけ追い越せキャン

ペーン」の実施 

・上京区名産の食べ物「上京グルメ」の創

出プロジェクトの実施 

・まち歩き交流企画実施による、地域の歴

史・文化の見直し 

・質の高い上京区の「語り部」育成事業と

まち歩きツアーの実施。 

・上京区内にある施設の周知・広報活動

の支援・協力 

・歩いて観光される方を対象とした地域情

報の発信 

・観光ボランティアの育成（桃園） 

・観光案内版の設置（桃園） 

・まちなか観光のあり方について地域と行政

とが話し合う協議会の設置（桃園）" 

・区内の施設，事業所との協働による「上京

まちなか観光案内所（仮称）」の検討 

・上京区にしかない食を考える「上京グル

メ」創出プロジェクトの検討 

・ 

○地域に溢れる財産と魅力

のネットワーク化 

  ・路地を活かした観光ルートの整備  ・路地を活かした観光ルートの検討 

○上京らしい町並みと町家

の保存・再生 

・学生のための町家住まいの支援 ・町家の保存再生に向けた枠組みの設

置。 

・「京町家ファンド」（町家改修の助成金）

の活用方法の見直し。 

・上七軒等での道路修景の実施 ・若い世代の居住推進（春日） 

・歴史的なまちなみを活かした魅力あるすま

いづくりの推進（翔鸞）" 

・堀川団地の再生計画の推進（中立） 

・町家等を活用した学生や若い世代の居

住支援 

・堀川団地の再生計画の推進 

・新たな道路修景事業箇所の検討 

○【新規提案】 行政事業へ

の参画促進の仕組みづくり 

・学生やＮＰＯ団体が行政の事業に主体と

なって参画する仕組み 

   ・これまでの枠に捉われない「上京学生チ

ャレンジ事業（仮称）」の検討 



 


